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事業者の名称及び主たる事業所の所在地 

事業者の名称     ：堺市  

堺市長 永藤 英機 

主たる事業所の所在地 ：堺市堺区南瓦町３番１号 

 

 

対象事業の名称、目的及び内容 

対象事業の名称等 

名 称：南海電気鉄道高野線連続立体交差事業（浅香山駅～堺東駅付近） 

種 類：「堺市環境影響評価条例」（平成 18年条例第 78号）別表第 2号に基づく、 

鉄道事業法(昭和 61年法律第 92号)第 2条第 1項の鉄道又は軌道法(大正 10年法律

第 76号)第 1条第 1項の軌道の建設又は改良の事業 

対象事業実施区域： 堺市堺区内（浅香山駅～堺東駅付近の約 3.2km区間） 

（表 2.1-1 参照） 

 

表 2.1-1 事業計画の概要 

項目 内容 

事業名 
南海電気鉄道高野線連続立体交差事業 

（浅香山駅～堺東駅付近） 

起終点 
自：大阪府堺市堺区遠里小野町 

至：大阪府堺市堺区榎元町 

線路延長 約3.2㎞ 

(注) 事業名は、都市計画手続きにおける事業名称との整合を図るため、準備書時

点から変更。旧名称「南海高野線連続立体交差事業（浅香山駅～堺東駅付近）」 

線路延長は、事業認可手続きにおける延長との整合を図るため、評価書時点

から変更。 
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図 2.1-1 本事業実施区域の位置 

南海電気鉄道高野線連続立体交差事業（浅香山駅～堺東駅付近）位置図 
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事業の目的 

連続立体交差事業とは、鉄道を連続的に立体化することで、事業実施区域内にある複数の

踏切を除却する事業である。 

本事業は、鉄道の立体化によって、浅香山駅と堺東駅の二つの駅を含む南海電気鉄道高野

線（以下、「南海高野線」という。）の延長約3.2km、自動車のボトルネック踏切※1)を含む10

箇所の踏切を除却※2)し、合わせて駅前広場や都市計画道路を整備することで、安全で円滑な

交通の確保や分断された市街地を一体化し、本市の玄関口としてふさわしいまちづくりを推

進することを目的としている。 

また、災害発生時の避難・救援、救助の円滑化など地域の防災性の向上についても貢献す

るものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2-1 立体化(高架化)整備イメージ 

 

(※1)ボトルネック踏切 

自動車と歩行者の交通量が多く、渋滞や歩行者の滞留が多く発生している踏切で、一定の要件を 

超える踏切について、国が「ボトルネック踏切」と定義している。 

(※2)除却踏切(10箇所) 

浅香山１～７号踏切、堺東１～３号踏切 

 
                     

浅香山3号踏切               堺東1号踏切 

（自動車ボトルネック踏切）   

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2-2 踏切状況写真 
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工事計画 

計画概要 

構造と施工方式 

本事業の区間ごとの構造と施工方式は表 2.3 -1 のとおり計画している。 

表 2.3 -1 構造及び施工方式一覧表 

 

①起点方取付部 

（汐見橋方面） 
②浅香山駅部 ③中間部 ④堺東駅部 

⑤終点方取付部 

（極楽橋方面） 

構造 
擁壁・盛土 

→1 層高架 
1 層高架 

1 層高架 

→2 層高架 
2 層高架 

1 層高架 

→擁壁・掘割 

施工方式 西側仮線 
西側仮線 

→直上工事 
直上工事 西側仮線 

 

平面・縦断概略図 

本事業の平面及び縦断概略図を図 2.3-1 に示す。関西大学周辺以北は擁壁構造及び盛土構

造、浅香山駅周辺は１層高架構造、堺東駅周辺は２層高架構造、榎小学校周辺以南は擁壁構

造及び掘割構造とする計画である。 
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図 2.3-1 平面及び縦断概略図 

① ④ ③ ② ⑤ 

（ｴｸｾﾙﾋｭｰﾏﾝ） b 

b 

a 

a 

c 

c 

d 

d 

e 

e 

f 

f 
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標準横断図 

計画している標準横断図は以下のとおりである。 

図 2.3-2 代表箇所の標準横断図 

①起点方取付部（a-a断面） 

擁壁構造（仮線） 

③中間部（１）（c-c断面） 

１層高架構造（仮線） 

 

 

 

 

③中間部（２）（d-d断面） 

１層高架構造（直上） 

⑤終点方取付部（f-f断面） 

掘割構造（仮線） 

 

 

 

 

凡例：黒=現在線、緑=仮線、赤=計画線 

(注)断面の位置は図 2.3-1 を参照。  

東 

側 

西 

側 

東 

側 

西 

側 

東 

側 
西 

側 

東 

側 

西 

側 
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図 2.3-3 代表箇所の標準横断図 

②浅香山駅部（b-b断面） 

１層高架構造（仮線） 

 

④堺東駅部（e-e断面） 

２層高架構造（直上） 

 

 

凡例：黒=現在線、緑=仮線、赤=計画線 

(注)断面の位置は図 2.3-1 を参照。 

 

  

東 

側 

西 

側 

東 

側 

西 

側 
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側道区域図 

計画している側道は以下のとおりである。 

 

 

 

図 2.3-4 側道区域図 

  

側道区域図（浅香山駅付近） 

堺市役所 
堺東 1号 

堺東 2号 

堺東 3号 

反正天皇陵 

側道区域図（堺東駅付近） 

対象事業実施区域 

側道新設 

側道拡幅 

既設側道 

浅香山 1号 

浅香山 2号 

浅香山 3号 

浅香山 4号 

浅香山 5号 

浅香山 6号 

浅香山 7号 
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概略工程 

本事業の概略工程（想定）を以下に示す。 

表 2.3-2 概略工程表（想定） 

 

 

  

年 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19

工種 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年 2036年 2037年

測量設計等

用地買収

仮設(仮線)
工事

仮設
(留置線)
工事

高架工事

直上工事

側道工事

（凡　例） 主要工種重複期間 ピーク時期

都決 認可

付替側道工事 関連側道工

撤去

撤去

土工13年

コンクリート工13年

資材等運搬13年

R12 R15

R13 R16

R12～R16

度 
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環境保全のための措置 

本事業に係る環境保全措置を表 2.4-1(1)及び(2)に示す。 

表 2.4-1(1) 環境保全措置 

環境項目 環境保全措置の内容 

大気質 

・大気質の影響については、事業実施区域沿線の状況や建設作業の内容、作業時

間帯等に応じて適切な対策を検討する 

・工事車両の台数や走行ルートを分散化等、工事工程が重ならないよう工事計画

を平準化する 

騒音 

・建設作業騒音の影響については、事業実施区域沿線の状況や建設作業の内容、

作業時間帯等に応じて適切な対策を検討する 

・工事車両の台数や走行ルートの分散化等、工事工程が重ならないよう工事計画

を平準化する 

・列車走行時の騒音の影響については、事業実施区域沿線の状況に応じて適切な

対策を検討する 

・車両及び軌道の維持管理については、鉄道事業者への徹底を含めて検討する 

振動 

・建設作業振動の影響については、低振動型機械の選定等に加えて、建設機械の

点検・整備の励行等、適切な対策を検討する 

・工事車両の台数や走行ルートの分散化等、工事工程が重ならないよう工事計画

を平準化する 

低周波音 
・現地調査を含め現況を把握したうえで、事業実施区域沿線の状況に応じ    

た、適切な対策を検討する 

土壌汚染 ・事前調査を実施し、汚染が確認された場合は法令等を順守し適切に処理する 

日照阻害 ・建築基準法等に定める日影基準を順守する 

電波障害 ・電波障害の発生時には適切な個別対策を実施する 

光害 ・夜間照明については、周囲に影響を生じさせないよう適切な対策を検討する       

コミュニティ
の分断 

・沿線の住環境に配慮して、地域のコミュニティが大きく変化しないよう適切な

計画を検討する 

水象(地下水) ・既存資料や現地の地質調査結果などを踏まえて適切な対策を検討する 

人と自然との 

触れ合い活動の場 

・人と自然との触れ合い活動の場に影響を生じさせないよう、適切な工事計画 

を検討する 

・工事車両の台数や走行ルートの分散化等、工事工程が重ならないよう工事 

計画を平準化する 

景観 ・施設の外観については、周辺の景観との調和を念頭において検討する 
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表 2.4-1(2) 環境保全措置 

環境項目 環境保全措置の内容 

文化財 

・埋蔵文化財について既存資料調査を実施し、関係機関と調整のうえ適切な

対応を行う 

・工事中に埋蔵文化財を発見した場合には、関係機関に報告・協議を行い適

切な対応を行う 

地球環境 

(地球温暖化) 

・低公害車の使用及び省エネルギー型の機器等を採用し、エネルギーの効率

的な利用に努める 

廃棄物等 

・建設廃棄物は再生利用等による減量化及び再生材の活用の推進、並びに適

切な処理を確保するよう工法又は資材の選定及び処理方法の検討を実施す

る 

安全(交通) 

・現在の住環境維持に配慮し、交通規制を含めて東西連絡道路の検討を行う

とともに新たに整備する側道の歩行者等の安全確保についても検討する 

・工事車両に関しては、通行する道路沿線の状況を勘案し、通学路や生活道

路を回避する等、地域の理解を得ることのできるルート選定を検討すると

ともに道路管理者との調整を行う 
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事後調査計画の内容 

3.1 事後調査の方針 

本事業の実施が事業実施区域周辺の環境に及ぼす影響について検討するため、調査、予測及び

評価を行った結果、環境の現況を著しく悪化させることはないものと考える。 

本事業の実施に当たっては、「環境に配慮した安心・安全な施設を建設する」ことを基本方針と

した施設の整備を行うこととしており、地域の方々に安心して頂けるように環境への負荷の低減

に向けて実行可能な範囲で取り組むため、事後調査を行う計画である。 

事後調査の項目は、本事業が都市計画決定後数年後に工事着手する計画であることから、現段

階で設定した予測条件である各種諸元に不確実性を伴っている一部の項目について考慮に入れて

選定した。 

また、事後調査の結果に基づき、環境の保全のための適切な措置を講じる必要がある場合には、

堺市の関係機関と協議の上、適切に対応するものとする。 

事後調査の結果については、堺市環境影響評価条例第 41 条の規定に基づき事後調査報告書とし

てとりまとめ堺市長に提出する。 
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3.2 事後調査項目の選定 

事後調査の項目は、環境影響評価の対象として選定した環境要素の中から事業特性及び地域特

性を勘案して表 3.2-1 に示すとおり選定した。 

選定した環境要素は、騒音、振動、低周波音、文化財の 4 項目である。 

表 3.2-1 事後調査の項目の選定理由 

 
環境影響要

因 
工事の実施 

施
設
等
の
存
在 

施設等の供用 

選定する理由 

環境 

要素 

 

細区分 

 

 

細区分 

建
設
機
械
の
稼
働 

工
事
車
両
の
走
行 

土
地
の
掘
削 

列
車
の
走
行 

（
仮
線
） 

列
車
の
走
行 

踏
切
の
除
却 

自
動
車
の
走
行 

（
側
道
） 

騒音 騒音 ● ●  ●  ● ● ● 

工事の実施については、工事区域と居住地が
隣接していること、仮線には騒音・振動を低
減する環境保全措置を計画していることか
ら、予測結果の検証及び環境保全措置の効果
把握のため事後調査を実施する。 
列車の走行については、騒音・振動の低減に
効果のある軌道を採用することから、環境保
全措置の効果を把握するため、あわせて騒音
については予測の不確実性に対応するため、
事後調査を実施する。 
踏切除却、自動車の走行（側道）については、
道路や側道の形状が未確定なことから事後調
査を実施する。 
工事車両の走行については、予測の不確実性
に対応するため騒音・振動の事後調査を実施
するとともに、工事車両の走行台数について
も事後調査を実施する。 

振動 振動 ● ●  ●  ● ● ● 

低周波音 低周波音      ●   
予測手法が確立されておらず、予測の不確実
性が大きいことから、事後調査を実施する。 

文化財 

世界文化

遺産「百

舌鳥・古

市 古 墳

群」 

  ○  ●    

施設の存在については、必要に応じて主要な
段階で百舌鳥・古市古墳群世界文化遺産学術
委員会等に確認を行うため、事後調査を実施
する。 

（注）○：環境影響評価項目、●：環境影響評価項目かつ事後調査実施項目 
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3.3 事後調査の内容及び手法 

事後調査の内容及び手法は表 3.3-1 に示すとおりであり、工事最盛期の環境騒音、一般環境中

の振動、道路交通騒音・振動、工事車両台数の事後調査は、必要に応じて、工事のピーク時期に

複数年実施するとともに、供用後の側道の道路交通騒音・振動の事後調査は、平日と合わせ、休

日も実施する。事後調査結果の報告時期は調査の翌年度中を予定している。 

表 3.3-1 事後調査の内容及び手法（1/2） 

事後調査項目 事後調査の方法 調査時期・頻度 調査地域・地点 

騒音 鉄軌道騒音 「在来鉄道の新設又

は大規模改良に際し

ての騒音対策の指針」

（平成 7年環大第 174

号）に定める方法 

仮線供用時１回 

平日１日 

始発から最終電車

までの時間帯 

事業実施区域の周辺 

５地点 

・A3・A4：各２地点 

・A7：１地点 

（図 3.3-1） 

供用後１回 

平日１日 

始発から最終電車

までの時間帯 

事業実施区域の周辺 

18地点 

・A1～A6・B1～B3：各２地点 

(図 3.3-1) 

環境騒音 「騒音に係る環境基

準について」(平成10

年環告第64号)に定め

る調査方法 

工事最盛期 1) 

平日 

毎正時から 10分間

の測定を 24時間連

続 

事業実施区域の周辺 

13 地点 

・A1～A6・B4：各１地点 

・B1～B3：各２地点 

 (図 3.3-1) 

道路交通騒

音 

事業実施区域の周辺の道路沿

道 

３地点 

・C1・C4・C5：各１地点 

(図 3.3-1） 

供用後１回 

平日１日（C7 は平

日・休日） 

毎正時から 10分間

の測定を 24時間連

続 

事業実施区域の周辺 

４地点 

・C2・C3・C6・C7：各１地点 

（図 3.3-1） 

工事車両台

数 

車種別・時間別・方向

別交通量をカウンタ

ーにより手動計測す

る方法等 

工事最盛期 1) 

平日 

24 時間連続 

事業実施区域の周辺 

３地点 

・C1・C4・C5：各１地点 

（図 3.3-1） 
（注）１．土工、コンクリート工、資材等運搬のピーク時期に、必要に応じて複数年において実施予定。具体な調査時期

は、工事計画の熟度が高まった段階で、関係部局に相談しながら決定。  
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表 3.3-1 事後調査の内容及び手法（2/2） 

事後調査項目 事後調査の方法 調査時期・頻度 調査地域・地点 

振動 

鉄軌道振動 「環境保全上緊急を

要する新幹線鉄道振

動対策について (勧

告)」（昭和 51 年環大

特第 32 号）の評価方

法に基づく調査方法 

仮線供用時１回 

平日１日 

始発から最終電車

までの時間帯 

事業実施区域の周辺 

３地点 

・A3：２地点 

・A7：１地点 

（図 3.3-1） 

供用後１回 

平日１日 

始発から最終電車

までの時間帯 

事業実施区域の周辺 

15地点 

・A1～A6：各２地点 

・B1～B3：各１地点 

(図 3.3-1) 

一般環境中

の振動 

「JIS Z 8735」に定め

る方法 

工事最盛期 1) 

平日 

毎正時から 10分間

の測定を 24時間連

続 

事業実施区域の周辺 

10地点 

・A1～A6・B1～B4：各１地点  

 (図 3.3-1) 

道路交通振

動 

「振動規制法施行規

則別表第２備考」(昭

和 51年総理府令第 58

号)に定める方法 

道路交通騒音と同じ 

３地点 

・C1・C4・C5：各１地点 

 (図 3.3-1) 

供用後１回 

平日１日（C7 は平

日・休日） 

毎正時から 10分間

の測定を 24時間連

続 

事業実施区域の周辺 

４地点 

・C2・C3・C6・C7：各１地点 

（図 3.3-1） 

低周波音 低周波音 「低周波音の測定方

法に関するマニュア

ル」(平成 12 年 10 月

環境庁大気保全局)に

定める調査方法 

供用後１回 

平日１日 

始発から最終電車

までの時間帯 

事業実施区域の周辺 

12地点 

・A1～A6：各１地点 

・B1～B3：各２地点 

(図 3.3-1） 

文化財 百舌鳥・古市

古墳群の「顕

著な普遍的

価値」及び

「緩衝地帯

の保全」に対

する影響の

程度 

百舌鳥・古市古墳群に

対して、学術的な見地

から、資産及びその周

辺環境の保存・管理

と、整備活用に関する

助言・報告を行う役割

を持つ百舌鳥・古市古

墳群世界文化遺産学

術委員会等に確認を

行う方法 

必要に応じて主要

な構造物の意匠を

設定する段階 

事業実施区域周辺 

（注）１．土工、コンクリート工、資材等運搬のピーク時期に、必要に応じて複数年において実施予定。具体な調査時期

は、工事計画の熟度が高まった段階で、関係部局に相談しながら決定。 
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図 3.3-1 騒音・振動・低周波音調査地点 

 

：道路交通騒音・振動（C1～C7）、工事車両台数（C1・C4・C5） 

   

：鉄軌道騒音・振動（A1～A7）、環境騒音・一般環境中の振動（A1～A6）、低周波音（A1～A6）  

 

 ：鉄軌道騒音・振動（B1～B3）、環境騒音・一般環境中の振動（B1～B4）、 

低周波音（B1～B3） 

 

A1 

A2 

A7 

A4 

A5 

A6 

B1 

B3 

C1 

C2 

C3 

C4 

C5 

C6 

C7 

B4 

B2 

A3 

A2 
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3.4 事後調査の結果の記録様式及び結果の検証 

事後調査の結果は、対象項目ごとに、あらかじめ定めた記録様式に記入し、その結果の検証は、

対象事業の実施状況、評価の指針等を勘案して行うものとする。 

該当事業が原因で環境保全上問題があると認められた場合には、適切な措置を講じることとす

る。 

なお、評価書に記載の環境保全措置及び準備審査書に記載された意見に対する都市計画決定権

者の見解についての履行状況についても記載様式（別紙 1～2）に記入し、事後調査結果とあわ

せて報告するものとする。  
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3.4.1 騒音 

(1) 鉄軌道騒音 

鉄軌道騒音に係る事後調査の結果をとりまとめる際のデータの記載様式は、表 3.4-1～3

に示すとおりとする。なお、記載様式は必要に応じて適宜見直しを行う。 

 

表 3.4-1 鉄軌道騒音に係る事後調査結果の記載様式（仮線供用時・平日） 

調査地域 
調査地点

番号 
調査地点 構造区分 高さ（m） 

等価騒音レベル LAeq（dB） 

現況軌道中心からの水平距離（m） 

12.5 25.0 

昼間 夜間 昼間 夜間 

浅香山駅 

周辺 

A3 浅香山駅南 1 1 層高架 1.2     

A7 浅香山駅南 2 1 層高架 1.2   － － 

堺東駅 

周辺 
A4 堺東駅北 1 層高架 1.2     

(注)時間区分は、昼間 7 時～22 時、夜間 22 時～翌 7 時。 

 

表 3.4-2 鉄軌道騒音に係る事後調査結果の記載様式（供用後・平日） 

調査地域 
調査地点

番号 
調査地点 構造区分 高さ（m） 

等価騒音レベル LAeq（dB） 

現況軌道中心からの水平距離（m） 

12.5 25.0 

昼間 夜間 昼間 夜間 

浅香山駅 

周辺 

A1 浅香山駅北東 盛土 1.2     

A2 浅香山駅西 駅舎 1.2     

A3 浅香山駅南 1 1 層高架 1.2     

B1 関西大学 駅舎 
1.2   － － 

10.0   － － 

堺東駅 

周辺 

A4 堺東駅北 1 層高架 1.2     

A5 堺東駅南 1 2 層高架 1.2     

A6 榎小学校西 掘割 1.2     

B2 
堺東駅近接 

集合住宅 
駅舎 

1.2   － － 

19.0   － － 

B3 再開発ビル 2 層高架 
1.2   － － 

18.0   － － 

(注 1)時間区分は、昼間 7 時～22 時、夜間 22 時～翌 7 時。 

(注 2)現況の近接側軌道中心からの距離は、B1 は 28.9m、B2 は 13.9m、B3 は 12.0m。 
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表 3.4-3 鉄軌道騒音に係る騒音レベル測定結果記載様式 

 

  

LAE
(dB)

LA,Smax
(dB)

LAE
(dB)

LA,Smax
(dB)

1 上 各停

2 下 各停

3 上 急行

4 下 急行

5 上 準急

6 下 準急

7 上 区急

8 下 区急

9 上 泉北ライナー

10 下 泉北ライナー

測定機材　（　騒音計：　　　　　　　　　　　　　音響校正器　　　　　　　　　　　　　　　）

編成
両数

通過
時間
(秒）

列車
速度
(km/h)

測定列車記録
騒音レベル

地点名：　　　　　　　　測定日時：　　　　　　　　　　　　　　　天気：

測定点に関する特記事項

12.5m H=1.2m 25.0m H=1.2m
列車
番号

通過
時刻

方面
別

車両種類
備考
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(2) 環境騒音 

環境騒音に係る事後調査の結果をとりまとめる際のデータの記載様式は、表 3.4-4～5

に示すとおりとする。なお、記載様式は必要に応じて適宜見直しを行う。 

 

表 3.4-4  環境騒音に係る事後調査結果の記載様式（工事最盛期・平日） 

調査地域 
地点 
番号 

調査地点 構造区分 
施工 

箇所 

高さ 

(m) 

現況軌道中

心からの水

平距離（m） 

90％レンジ

の上端値

LA5(dB) 

特定建設作

業の騒音に

係る規制に

関する基準

値（dB） 

浅香山駅 

周辺 

A1 浅香山駅北東 盛土 地上 1.2 7.6  

85 

A2 浅香山駅西 駅舎 地上 1.2 11.4  

A3 浅香山駅南 1 1 層高架 地上 1.2 5.0  

B1 関西大学 駅舎 

地上 
1.2 

28.9 

 

10.0  

高架上 
1.2  

10.0  

堺東駅 

周辺 

A4 堺東駅北 1 層高架 地上 1.2 3.8  

A5 堺東駅南 1 2 層高架 地上 1.2 7.9  

A6 榎小学校西 擁壁 地上 1.2 11.3  

B2 
堺東駅近接集

合住宅 
駅舎 

地上 
1.2 

13.9 

 

19.0  

高架上 
1.2  

19.0  

B3 再開発ビル 2 層高架 

地上 
1.2 

12.0 

 

18.0  

高架上 
1.2  

18.0  

B4 
西部地域整備

事務所 
2 層高架 地上 1.2 12.5  

表 3.4-5 環境騒音に係る騒音レベル測定結果記載様式 

 

調査地点：

調査日：

ＬAeq ＬA5 ＬA10 ＬA50 ＬA90 ＬA95  ＬAMax

5 : 00 ～  5 : 10 夜間

6 : 00 ～  6 : 10 

7 : 00 ～  7 : 10 

…

20 : 00 ～ 20 : 10 

21 : 00 ～ 21 : 10 

22 : 00 ～ 22 : 10 

23 : 00 ～ 23 : 10 

…

3 : 00 ～  3 : 10 

4 : 00 ～  4 : 10 

昼間

夜間

　※ＬAMaxは、時間帯内の最大値を示す

　※ＬAeqはエネルギー平均値、その他は算術平均値

時間帯別
平 均 値

観　測
時　間

時間帯
騒　音　レ　ベ　ル　[dB]

備考

昼間

夜間
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(3) 道路交通騒音 

道路交通騒音に係る事後調査の結果をとりまとめる際のデータの記載様式は、表 3.4-6

～8 に示すとおりとする。なお、記載様式は必要に応じて適宜見直しを行う。 

 

表 3.4-6  道路交通騒音に係る事後調査結果の記載様式（工事最盛期・平日） 

調査地点
番号 

調査地点 
調査結果 LAeq（dB） 環境基準値 LAeq（dB） 

昼間 夜間 昼間 夜間 区域 

C1 大阪和泉泉南線（北）   70 65 C 

C4 大阪和泉泉南線（南）   70 65 C 

C5 大阪中央環状線   70 65 C 

(注 1)時間区分は、昼間 6 時～22 時、夜間 22 時～翌 6 時。 

(注 2)区域区分は以下のとおり。 

A：第 1 種・第 2 種低層住居専用地域、第 1 種・第 2 種中高層住居専用地域 

B：第 1 種住居地域、第 2 種住居地域、準住居地域 

C：近隣商業地域、商業地域、準工業地域、工業地域 

(注 3)環境基準は幹線交通を担う道路に近接する空間の特例値とした。 

 

表 3.4-7  道路交通騒音に係る事後調査結果の記載様式（供用後・平日・休日） 

調査地点
番号 

調査地点 

調査結果 LAeq（dB） 
環境基準値 
LAeq（dB） 

平日 休日 

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 区域 

C2 （都）築港天美線（西）   － － 70 65 C 

C3 （都）築港天美線（東）   － － 70 65 C 

C6 （都）三国ケ丘線   － － 60 55 A 

C7 堺東駅南 2     60 55 A 

(注 1)時間区分は、昼間 6 時～22 時、夜間 22 時～翌 6 時。 

(注 2)区域区分は以下のとおり。 

A：第 1 種・第 2 種低層住居専用地域、第 1 種・第 2 種中高層住居専用地域 

B：第 1 種住居地域、第 2 種住居地域、準住居地域 

C：近隣商業地域、商業地域、準工業地域、工業地域 

(注 3)調査地点 C2、C3 の環境基準は、幹線交通を担う道路に近接する空間の特例値とした。 
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表 3.4-8 道路交通騒音に係る騒音レベル測定結果記載様式

 

 

(4) 工事車両台数 

工事車両台数に係る事後調査の観測結果記載様式は、表 3.4-9 に示すとおりとする。な

お、記載様式は必要に応じて適宜見直しを行う。 

 

表 3.4-9  工事車両台数に係る事後調査結果の記載様式（工事最盛期・平日） 

地点 
観測時間

帯 

小型車 

(台/時) 

大型車 

(台/時) 

全車 

(台/時) 

小型車 

(台/時) 

大型車 

(台/時) 

全車 

(台/時) 

北（東）行き 南（西）行き 

C1 

C4 

C5 

6-7       

7-8       

8-9       

  …       

3-4       

4-5       

5-6       

合計       

 

  

調査地点：

調査日：

ＬAeq ＬA5 ＬA10 ＬA50 ＬA90 ＬA95  ＬAMax

5 : 00 ～  5 : 10 夜間

6 : 00 ～  6 : 10 

7 : 00 ～  7 : 10 

…

20 : 00 ～ 20 : 10 

21 : 00 ～ 21 : 10 

22 : 00 ～ 22 : 10 

23 : 00 ～ 23 : 10 

…

3 : 00 ～  3 : 10 

4 : 00 ～  4 : 10 

昼間

夜間

　※ＬAMaxは、時間帯内の最大値を示す

　※ＬAeqはエネルギー平均値、その他は算術平均値

時間帯別
平 均 値

観　測
時　間

時間帯
騒　音　レ　ベ　ル　[dB]

備考

昼間

夜間
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3.4.2 振動 

(1) 鉄軌道振動 

鉄軌道振動に係る事後調査の結果をとりまとめる際のデータの記載様式は、表 3.4-10

～12 に示すとおりとする。なお、記載様式は必要に応じて適宜見直しを行う。 

 

表 3.4-10 鉄軌道振動に係る事後調査結果の記載様式（仮線供用時・平日） 

調査地域 
地点 
番号 

調査地点 構造区分 
 Lmax(dB) 

12.5m 25.0m 

浅香山駅周辺 
A3 浅香山駅南 1 平面   

A7 浅香山駅南 2 平面  － 

(注)全車両(上下計)のピークレベルを算術平均した値である。ただし、上下線の列車が

離合通過し、各列車を区別して評価できない等の場合は、欠測扱いとした。 

表 3.4-11 鉄軌道振動に係る事後調査結果の記載様式（供用後・平日） 

調査地域 
地点 
番号 

調査地点 構造区分 
 Lmax(dB) 

12.5m 25.0m 

浅香山駅 

周辺 

A1 浅香山駅北東 盛土   

A2 浅香山駅西 駅舎   

A3 浅香山駅南 1 1 層高架   

B1 関西大学 駅舎  － 

堺東駅 

周辺 

A4 堺東駅北 1 層高架   

A5 堺東駅南 1 2 層高架   

A6 榎小学校西 掘割   

B2 堺東駅近接集合住宅 駅舎  － 

B3 再開発ビル 2 層高架  － 

(注 1)全車両(上下計)のピークレベルを算術平均した値である。ただし、上下線の列

車が離合通過し、各列車を区別して評価できない等の場合は、欠測扱いとした。 

(注 2)現況の近接側軌道中心からの距離は、B1 は 28.9m、B2 は 13.9m、B3 は 12.0m。 
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3.4-12 鉄軌道振動に係る振動レベル測定結果記載様式 

 

  

12.5m 25.0m

Lmax
(dB)

Lmax
(dB)

1 上 各停

2 下 各停

3 上 急行

4 下 急行

5 上 準急

6 下 準急

7 上 区急

8 下 区急

9 上 泉北ライナー

10 下 泉北ライナー

編成
両数

通過時間
(秒）

列車速度
(km/h)

測定列車記録

地点名：　　　　　　　　測定日時：　　　　　　　　　　　　　　　天気：

振動レベル

測定機材　（　騒音計：　　　　　　　　　　　　　　）

測定点に関する特記事項

列車
番号

通過
時刻

方面別 車両種類
備考
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(2) 一般環境中の振動 

一般環境中の振動に係る事後調査の結果をとりまとめる際のデータの記載様式は、表

3.4-13～14 に示すとおりとする。なお、記載様式は必要に応じて適宜見直しを行う。 

表 3.4-13 一般環境中の振動に係る事後調査結果の記載様式（工事最盛期・平日） 

調査地域 
地点 

番号 
調査地点 

現況軌道

中心からの

水平距離（m） 

L10（dB） 

特定建設作業の

振動に係る規制に

関する基準値（dB） 

浅香山駅 

周辺 

A1 浅香山駅北東 7.6  

75 

A2 浅香山駅西 11.4  

A3 浅香山駅南 1 5.0  

B1 関西大学 28.9  

堺東駅 

周辺 

A4 堺東駅北 3.8  

A5 堺東駅南 7.9  

A6 榎小学校西 11.3  

B2 堺東駅東 13.9  

B3 再開発ビル 12.0  

B4 西部地域整備事務所 12.5  

(注)振動の大きさが測定器の可能最小指示値（25dB）以下の場合は、当該可能最小指示値をもって

測定値とした。 

 

表 3.4-14 環境振動に係る振動レベル測定結果記載様式

 

  

調査地点：

調査日：

Ｌeq Ｌ5 Ｌ10 Ｌ50 Ｌ90 Ｌ95  ＬMax

5 : 00 ～  5 : 10 夜間

6 : 00 ～  6 : 10 

7 : 00 ～  7 : 10 

…

19 : 00 ～ 19 : 10 

20 : 00 ～ 20 : 10 

21 : 00 ～ 21 : 10 

22 : 00 ～ 22 : 10 

…

3 : 00 ～  3 : 10 

4 : 00 ～  4 : 10 

昼間

夜間

　※ＬMaxは、時間帯内の最大値を示す

時間帯別
平 均 値

観　測
時　間

時間帯
振　動　レ　ベ　ル　[dB]

備考

昼間

夜間

　※Ｌeqはエネルギー平均値、その他は算術平均値
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(3) 道路交通振動 

道路交通振動に係る事後調査の結果をとりまとめる際のデータの記載様式は、表 3.4-15

～17 に示すとおりとする。なお、記載様式は必要に応じて適宜見直しを行う。 

 

表 3.4-15 道路交通振動に係る事後調査結果の記載様式（工事最盛期・平日） 

調査地点 
番号 

調査地点 
調査結果 L10（dB） 

要請限度値 
L10（dB） 

昼間 夜間 昼間 夜間 区域 

C1 大阪和泉泉南線（北）   70 65 第 2 種 

C4 大阪和泉泉南線（南）   70 65 第 2 種 

C5 大阪中央環状線   70 65 第 2 種 

(注 1)時間区分は、昼間 6 時～21 時、夜間 21 時～翌 6 時。 

(注 2)区域区分は以下のとおり。 

第 1 種：第 1 種・第 2 種低層住居専用地域、第 1 種・第 2種中高層住居専用地域、 

第 1 種・第 2 種住居地域、準住居地域 

第 2 種：近隣商業地域、商業地域、準工業地域、工業地域 

表 3.4-16 道路交通振動に係る事後調査結果の記載様式（供用後・平日・休日） 

調査地点
番号 

予測地点 

調査結果 L10（dB） 
要請限度値 
L10（dB） 

平日 休日  

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 区域 

C2 （都）築港天美線（西）   － － 70 65 第 2 種 

C3 （都）築港天美線（東）   － － 70 65 第 2 種 

C6 （都）三国ケ丘線   － － 65 60 第 1 種 

C7 堺東駅南 2     65 60 第 1 種 

(注 1)時間区分は、昼間 6 時～21 時、夜間 21 時～翌 6 時。 

(注 2)区域区分は以下のとおり。 

第 1 種：第 1 種・第 2 種低層住居専用地域、第 1 種・第 2種中高層住居専用地域、 

第 1 種・第 2 種住居地域、準住居地域 

第 2 種：近隣商業地域、商業地域、準工業地域、工業地域 

(注 3)振動の大きさが測定器の可能最小指示値（25dB）以下の場合は、当該可能最小指示値をもっ

て測定値とした。 
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表 3.4-17 道路交通振動に係る振動レベル測定結果記載様式 

 

  

調査地点：

調査日：

Ｌeq Ｌ5 Ｌ10 Ｌ50 Ｌ90 Ｌ95  ＬMax

5 : 00 ～  5 : 10 夜間

6 : 00 ～  6 : 10 

7 : 00 ～  7 : 10 

…

19 : 00 ～ 19 : 10 

20 : 00 ～ 20 : 10 

21 : 00 ～ 21 : 10 

22 : 00 ～ 22 : 10 

…

3 : 00 ～  3 : 10 

4 : 00 ～  4 : 10 

昼間

夜間

　※ＬMaxは、時間帯内の最大値を示す

時間帯別
平 均 値

観　測
時　間

時間帯
振　動　レ　ベ　ル　[dB]

備考

昼間

夜間

　※Ｌeqはエネルギー平均値、その他は算術平均値
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3.4.3 低周波音 

低周波音に係る事後調査の結果をとりまとめる際のデータの記載様式は、表 3.4-18～21

に示すとおりとする。なお、記載様式は必要に応じて適宜見直しを行う。 

 

表 3.4-18 低周波音に係る事後調査結果の記載様式（供用後・平日） 

調査地域 
調査地
点番号 

調査地点 高さ（m） 

現況軌道中心

からの水平距

離（m） 

調査結果（dB） 

1～80Hz における 

平坦特性 50%時間率 

音圧レベル（L50max） 

1～20Hz における 

G 特性 5%時間率 

音圧レベル（LG5max） 

浅香山駅 

周辺 

A1 
浅香山 駅北

東 
1.2 12.5   

A2 浅香山駅西 1.2 12.5   

A3 浅香山駅南 1 1.2 12.5   

B1 関西大学 
1.2 

28.9 
  

10.0   

堺東駅 

周辺 

A4 堺東駅北 1.2 12.5   

A5 堺東駅南 1 1.2 12.5   

A6 榎小学校西 1.2 12.5   

B2 
堺東駅 近接

集合住宅 

1.2 
13.9 

  

19.0   

B3 再開発ビル 
1.2 

12.0 
  

18.0   

(注)調査結果は、24 時間の各時間帯の測定値から最大値を示した。 

 

表 3.4-19 低周波音レベル（G特性）測定結果記載様式

 

 

  

調査地点：

調査日：

ＬGeq ＬG5 ＬG10 ＬG50 ＬG90 ＬG95  ＬGmax

5:00

6:00

…

3:00

4:00

昼間

夜間

一日

　(注）LGeqの平均値はエネルギー平均、他の平均値は算術平均。

　(注）LGmaxの平均値の欄は、時間帯別の最大値を記載。時間区分は、騒音に合わせた。

測定時刻
低 周 波 音　レ　ベ　ル　[dB]

備考
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表 3.4-20 低周波音レベル（1～80Hz）測定結果記載様式 

 

表 3.4-21 周波数分析結果記載様式 

 

 

  

調査地点：

調査日：

Ｌeq Ｌ5 Ｌ10 Ｌ50 Ｌ90 Ｌ95  Ｌmax

5:00

6:00

…

3:00

4:00

昼間

夜間

一日

　(注）Leqの平均値はエネルギー平均、他の平均値は算術平均。

測定時刻
低 周 波 音　レ　ベ　ル　[dB]

備考

　(注）Lmaxの平均値の欄は、時間帯別の最大値を記載。時間区分は、騒音に合わせた。

1 1.25 1.6 2 2.5 3.15 4 5 6.3 8 10 12.5 16 20 25 31.5 40 50 63 80

(秒） (km/h) (dB) (dB) (dB) (dB) (dB) (dB) (dB) (dB) (dB) (dB) (dB) (dB) (dB) (dB) (dB) (dB) (dB) (dB) (dB) (dB) (dB) (dB)

1 上 各停

2 下 各停

3 上 急行

4 下 急行

5 上 準急

6 下 準急

7 上 区急

8 下 区急

9 上
泉北
ライ
ナー

10 下
泉北
ライ
ナー

地点名：　　　　　　　　測定日時：　　　　　　　　　　　　　　　天気：

測定機材　（　                 　　　）

測定点に関する特記事項

低周波音レベル(Lmax)　H=1.2m

備
考列車

番号
通過
時刻

上下
別

1/3オクターブバンド中心周波数(Hz)
車両
種類

編成
両数

通過
時間

列車
速度

G F
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別紙１ 環境保全措置の履行状況 

環境項目 環境保全措置の内容 履行状況 

   

   

   

 

 

別紙２ 準備審査書に記載された意見に対する都市計画決定権者の見解についての履行状況 

準備審査書に記載された意見 都市計画決定権者の見解 履行状況 

   

   

   

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本書で使用している地形図は、別途出典を記載しているものを除き、国土

地理院の電子地形図又は基盤地図情報を使用したものである。 

なお、令和元年 12 月 10 日に測量法（昭和 24 年法律第 188 号）第 29 条が

改正され、国土地理院地図の利用に係る申請要件が緩和されたため、「国土地

理院コンテンツ利用規約」に基づき出典の記載をした。 

 

 

   


